
日
本
に
お
け
る
「
働
く
貧
困
層
」

生
活
・
労
働
に
お
け
る
困
難
を
見
つ
め
て

愛
媛
大
学　

丹
下
晴
喜
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じ
め
に

図表1：正規・非正規雇用の推移

2001年以前は「労働力調査特別調査」、2002年以降は「労働力調査詳細集計」より作成

　

警
察
庁
生
活
安
全
局
生
活
安
全
企
画

課
が
発
表
し
た
数
値
に
よ
る
と
、
二
〇

〇
八
年
度
（
平
成
二
〇
年
）
の
自
殺
者

数
は
三
万
二
二
四
九
人
に
上
っ
た
。
昨

年
度
か
ら
は
２.６
％
の
減
少
で
あ
る
が
、

そ
の
増
加
に
歯
止
め
が
掛
っ
た
と
は
い

え
ず
、
今
年
度
は
こ
の
数
値
を
超
え
る

勢
い
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

　

筆
者
も
親
友
を
自
殺
で
失
っ
た
経
験

を
も
っ
て
い
る
。
親
友
を
失
っ
た
あ
と
、

「
死
を
選
ぼ
う
と
す
る
人
の
な
か
に
は

強
烈
な
生
へ
の
欲
求
が
あ
る
」
と
い
う

こ
と
書
物
で
知
り
、
衝
撃
を
受
け
た
こ

と
を
今
で
も
覚
え
て
い
る
。
よ
く
い
わ

れ
る
よ
う
に
本
人
が
死
を
選
ぶ
の
は
「
死

ん
だ
ほ
う
が
楽
と
思
っ
た
」
か
ら
と
い

う
よ
う
な
単
純
な
も
の
で
は
な
い
の
で

あ
る
。

　

死
を
選
ん
だ
人
の
無
念
さ
を
考
え
る

と
、
年
間
三
万
人
を
超
え
る
自
殺
者
と

い
う
数
字
の
意
味
を
深
く
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
「
生
き
た
い
」
と
強
く

感
じ
る
人
々
が
「
死
」
に
追
い
や
ら
れ

る
。
い
わ
ば
戦
争
状
態
に
日
本
社
会
は

直
面
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
そ
の

意
味
で
ま
さ
に
言
葉
の
意
味
ど
お
り
「
非

常
事
態
」
な
の
で
あ
る
。

　

自
殺
に
至
る
経
緯
は
さ
ま
ざ
ま
な
も

の
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
『
自
殺

実
態
白
書
２
０
０
８
』
で
は
自
殺
に
追

い
込
ま
れ
る
危
機
要
因
と
し
て
六
八
の

要
因
項
目
を
挙
げ
て
い
る
。
な
か
で
も

「
う
つ
病
、
家
族
の
不
和
、
負
債
、
身

体
疾
患
、
生
活
苦
、
職
場
の
人
間
関
係
、

職
場
環
境
の
変
化
、
失
業
、
事
業
不
振
、

過
労
」
の
十
大
要
因
が
、
自
殺
原
因
の

七
割
を
占
め
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

を
よ
く
見
る
と
、
自
殺
は
直
接
的
、
間

接
的
に
経
済
的
問
題
、
す
な
わ
ち
働
く

こ
と
と
生
活
す
る
こ
と
に
お
け
る
困
難

に
結
び
つ
い
て
い
る
。

　

さ
ら
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
、
自
殺
者
は
一
九
九
八
年
（
平
成

一
〇
年
）
を
境
に
急
増
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
二
万
人
台

前
半
で
推
移
し
て
い
た
自
殺
者
は
一
九

九
八
年
に
三
万
人
台
に
急
増
し
、
そ
の

後
一
二
年
連
続
三
万
人
台
を
維
持
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
な
か
で
も
五
〇
歳
代

の
自
殺
者
は
、
一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇

〇
二
年
の
間
に
約
二
倍
と
な
っ
て
い
る
。

　

自
殺
者
の
急
増
の
背
景
に
は
、
日
本

の
社
会
と
経
済
の
構
造
変
化
、
特
に
「
働

く
こ
と
」
の
激
変
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
小
論
で
は
、
自
殺
者
の
増
大

と
い
う
事
態
を
理
解
す
る
う
え
で
、
そ

の
経
済
的
背
景
と
し
て
の
「
働
き
方
」

「
働
か
せ
方
」
の
変
容
、
特
に｢

働
く

貧
困
層
」
の
増
大
お
よ
び
そ
の
要
因
に

つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。

　

｢

働
く
貧
困
層
」
、
い
わ
ゆ
る
「
ワ

ー
キ
ン
グ
プ
ア
」
の
問
題
は
古
く
て
新

し
い
問
題
で
あ
る
。
高
度
成
長
か
ら
低

成
長
に
か
け
て
、
「
働
く
貧
困
層
」
の

問
題
は
研
究
者
の
関
心
を
集
め
、
研
究

対
象
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
日
本
経
済
が
バ
ブ
ル
に
向
か

う
な
か
日
本
社
会
の
「
豊
か
さ
」
が
主

張
さ
れ
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
社
会
的
関

心
は
薄
れ
て
し
ま
っ
た
。
い
わ
ば
「
忘

れ
去
ら
れ
た
」
問
題
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
二
〇
〇
〇
年

代
に
入
り
、
再
度
、
「
働
く
貧
困
層
」

に
注
目
が
あ
つ
ま
り
、
そ
の
急
増
が
問

題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
現
代
の
「
働

く
貧
困
層
」
は
ど
の
よ
う
な
背
景
を
も

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
結
論
的
に
い

え
ば
「
働
く
貧
困
層
」
の
増
大
に
は
、

非
正
規
雇
用
の
拡
大
が
大
き
く
関
与
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
二
〇
〇
〇

年
代
に
か
け
て
、
日
本
の
労
働
市
場
は

非
常
に
厳
し
い
状
況
を
迎
え
て
い
た
。

一
九
八
〇
年
代
後
半
に
一
三
〇
〜
四
〇

万
人
、
約
２
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
完

全
失
業
者
数
・
完
全
失
業
率
は
、
一
九

九
五
年
に
は
二
百
万
人
、
約
３
％
に
至

り
、
二
〇
〇
二
年
に
は
三
五
九
万
、
５.４

％
と
い
う
戦
後
最
高
水
準
を
更
新
す
る

に
い
た
っ
た
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
二
年

か
ら
〇
七
年
に
か
け
て
は
大
企
業
に
お

け
る
景
気
の
持
ち
直
し
が
み
ら
れ
、
指

標
の
改
善
も
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、

二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以

降
、
さ
ら
に
深
刻
な
事
態
が
生
じ
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
そ
の
影

響
を
激
し
く
受
け
た
の
が
若
者
の
世
代

で
あ
る
。
な
か
で
も
一
九
九
三
年
か
ら

二
〇
〇
五
年
ま
で
に
高
校
や
大
学
を
卒

業
し
、
就
職
を
し
よ
う
と
し
た
若
者
た

ち
は
、
「
就
職
氷
河
期
世
代
」
あ
る
い

は
「
ロ
ス
ト
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
失

わ
れ
た
世
代
）
」
と
呼
ば
れ
、
非
常
に

困
難
な
就
職
活
動
を
強
い
ら
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

こ
の
時
期
を
境
に
生
じ
た
顕
著
な
変

化
は
、
正
規
雇
用
か
ら
非
正
規
雇
用
へ

の
転
換
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
雇
用
や
賃

金
が
あ
る
程
度
保
障
さ
れ
る
雇
用
契
約

で
あ
る
「
期
間
の
定
め
が
な
い
」
正
規

社
員
が
減
少
し
、
雇
用
が
不
安
定
で
賃

金
が
安
価
な
「
期
間
の
定
め
の
あ
る
」

非
正
規
社
員
が
増
大
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
図
表
１
を
見
て
い
た
だ
け

れ
ば
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

非
正
規
雇
用
の
増
大
は
貧
困
と
い
う

観
点
か
ら
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
る

で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は｢

働
く
貧
困

層｣

を
「
働
い
て
い
て
も
二
〇
〇
万
円

に
満
た
な
い
労
働
者
」
と
と
ら
え
、
そ

非
正
規
雇
用
の
増
大
に
見
る

日
本
に
お
け
る
「
働
く
貧
困
層
」

1

正規雇用労働者と非正規雇用労働者の変化を比較したものである。非正規雇用が増え続けていること、パート労働者が大
きな部分を占めていること、今世紀に入ってからは「（派遣・契約社員を含む）その他」が急増したことが分かる。他方
で、正規労働者は今世紀に入ったから現減少が目立っている。
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図表2：年収別雇用者数（2002、2007年）

図表3：正規・非正規雇用別低所得層（2007年）

図表4：若年層の非正規雇用比率の推移

図表5：年間所得の雇用形態別人員（2007年）

「就業構造基本調査」（2007年）より算出

総務省「就業構造基本調査」（2002、07年）より作成

総　数

100万円未満

200万円未満計

250万円未満計

300万円未満計

49,594

6,789

15,197

20,217

24,354

100.0

13.7

30.7

40.8

49.2

51,891

7,185

16,768

22,445

26,906

100.0

13.8

32.8

43.3

51.9

2,367

396

1,571

2,228

2,552

役員を除く雇用者

2002年 2007年 02〜07年

総務省「就業構造基本調査」（2007年）より作成

総務省「労働力調査（詳細結果）」（2007年平）より作成

の
現
状
を
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
図
表
２

を
み
て
い
た
だ
き
た
い
。
二
〇
〇
七
年

の
数
値
で
役
員
・
一
五
〜
二
四
歳
の
在

学
者
を
除
い
た
雇
用
者
に
し
め
る
年
間

二
〇
〇
万
円
未
満
の
占
め
る
割
合
は
３２

・
３
％
で
あ
り
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
二

〇
〇
七
年
ま
で
の
雇
用
者
増
約
二
三
七

万
人
の
う
ち
、
二
〇
〇
万
円
未
満
の
雇

用
者
増
が
約
一
五
七
万
人
で
あ
り
、
こ

の
時
期
の
雇
用
者
の
増
の
多
く
は
低
所

得
者
で
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。

　

次
に
図
表
３
で
二
〇
〇
七
年
の
正
規
・

非
正
規
雇
用
者
別
の
低
所
得
者
層
を
見

て
み
る
と
、
二
〇
〇
万
円
未
満
の
雇
用

者
の
７８
・
９
％
が
非
正
規
雇
用
、
非
正

規
雇
用
の
７５
・
１
％
が
二
〇
〇
万
円
未

満
で
あ
り
、
非
正
規
雇
用
と｢

働
く
貧

困
層｣

に
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
さ
ら
に
非
正
規
雇
用
に
比

べ
て
恵
ま
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
正
規
雇

用
に
お
い
て
も
１０
・
３
％
の｢

働
く
貧

困
層｣

が
存
在
す
る
こ
と
も
み
お
と
し

て
は
な
ら
な
い
。

　

「
働
く
貧
困
層
」
は
ど
の
よ
う
な
形

態
で
存
在
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
非

正
規
雇
用
の
内
部
に
分
け
入
っ
て
い
く

つ
か
の
特
徴
を
見
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
第
一
に
、
非
正
規
雇
用
の
代
表

的
存
在
は
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
で
あ
る
。

そ
の
規
模
は
、
二
〇
〇
二
年
の
七
八
二

万
人
か
ら
二
〇
〇
七
年
の
八
八
五
万
人

へ
と
一
〇
三
万
人
増
加
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
に

は
、
形
式
的
に
は
有
期
雇
用
で

あ
り
な
が
ら
実
質
的
に
常
用
雇

用
化
し
て
い
る
も
の
も
多
く
含

ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
正
規
雇

用
と
肩
を
並
べ
て
働
く
フ
ル
タ

イ
ム
パ
ー
ト
も
全
体
の
二
割
近

く
存
在
し
て
い
る
。
近
年
で
は

男
性
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
も
増
加

し
て
い
る
が
、
な
ん
と
い
っ
て

も
そ
の
九
割
は
女
性
で
あ
る
。

　

厚
生
労
働
省
の
「
賃
金
構
造

基
本
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
〇
六

年
の
女
性
パ
ー
ト
の
一
時
間
当

た
り
の
全
国
平
均
賃
金
は
九
三

七
円
で
、
年
間
二
〇
〇
万
円
の

生
活
保
護
水
準
の
所
得
を
得
る

た
め
に
は
二
千
一
三
四
時
間
の

労
働
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
は

一
日
八
時
間
、
正
月
・
盆
休
み

な
し
で
月
二
二
〜
二
三
日
出
勤
で
し
か

稼
げ
な
い
額
で
あ
る
。
労
使
関
係
論
が

専
門
の
熊
沢
誠
に
よ
れ
ば
、
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
男
性
の
５９
％
、
同
女
性
の
８６
％
、

フ
リ
ー
タ
ー
を
含
む
ア
ル
バ
イ
ト
な
ら

男
性
の
５９
％
、
女
性
の
８６
％
は
年
収
一

五
〇
万
円
未
満
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
非
正
規
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
は
生

産
工
程
・
労
務
、
販
売
、
事
務
と
い
っ

た
大
職
種
の
下
層
職
務
お
よ
び
サ
ー
ビ

ス
業
に
浸
透
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
非
正
規
雇
用
に
お
い
て
は
、

週
三
五
時
間
以
上
働
く
派
遣
・
契
約
社

員
、
嘱
託
社
員
な
ど
が
増
加
し
て
い
る
。

非
正
規
雇
用
の
う
ち
週
四
〇
時
間
以
上

働
い
て
い
る
も
の
は
、
す
で
に
全
体
の

三
分
の
一
と
な
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
二

年
か
ら
二
〇
〇
七
年
に
か
け
て
非
正
規

雇
用
が
二
八
二
万
人
増
加
し
て
い
る
が
、

そ
の
増
加
分
の
う
ち
正
規
社
員
と
同
じ

ぐ
ら
い
働
く
フ
ル
タ
イ
ム
非
正
規
は
一

〇
七
万
人
を
占
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

非
正
規
の
労
働
条
件
の
ま
ま
、
正
規
の

代
替
と
し
て
仕
事
を
こ
な
す
も
の
が
増

加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
「
働
き
方
」
「
働
か
せ
方
」

の
点
で
非
正
規
雇
用
に
お
い
て
注
目
さ

れ
た
の
が
、
間
接
雇
用
と
い
う
雇
用
形

態
で
あ
る
。
間
接
雇
用
と
は
、
「
労
働

者
を
指
揮
命
令
し
て
就
業
さ
せ
る
使
用

者
」
と
「
労
働
者
」
の
間
に
第
三
者
が

介
在
す
る
雇
用
形
態
で
、
派
遣
労
働
や

業
務
請
負
が
そ
の
代
表
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
間
接
雇
用
は
、
戦
後
の
労

働
法
制
の
な
か
で
は
労
働
者
供
給
事
業

と
し
て
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
た
も
の
で

あ
っ
た
。
戦
前
に
お
け
る
労
働
者
供
給

事
業
と
は
い
わ
ゆ
る
「
人
貸
し
業
」
の

こ
と
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
業
態
が
労

働
者
に
対
す
る
中
間
搾
取
を
強
め
、
ま

た
彼
ら
に
劣
悪
な
労
働
環
境
・
労
働
条

件
を
強
い
た
た
め
、
戦
後
の
職
業
安
定

法
に
お
い
て
禁
止
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
一
九
八
五
年
の
労
働
者

派
遣
法
制
定
以
降
、
労
働
者
供
給
業
禁

止
の
規
制
緩
和
が
は
じ
ま
り
、
派
遣
労

働
と
い
う
新
し
い
形
態
で
さ
ま
ざ
ま
な

労
働
の
現
場
に
浸
透
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
派
遣
労
働
の
浸
透
の
結
果
、
さ
ら

に
労
働
者
派
遣
法
の
規
制
さ
え
逃
れ
る

脱
法
行
為
で
あ
る
偽
装
請
負
、
い
わ
ゆ

る
請
負
を
偽
装
し
た
派
遣
労
働
者
も
急

増
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
近
年
で

は
、
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
で
生
活
す
る
「
日

雇
い
派
遣
」
労
働
者
（
「
ネ
ッ
ト
カ
フ

ェ
難
民
」
）
の
増
加
が
問
題
と
な
っ
た

が
、
彼
ら
彼
女
ら
は
派
遣
法
で
認
め
ら

れ
た
「
登
録
型
」
派
遣
の
労
働
者
で
あ

り
、
携
帯
電
話
に
よ
っ
て
求
職
活
動
を

行
い
、
低
い
賃
金
の
ま
ま
一
日
単
位
、

あ
る
い
は
数
時
間
単
位
に
労
働
に
従
事
・

失
業
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、

不
安
定
な
雇
用
、
劣
悪
な
労
働
条
件
と

い
う
点
で
は
、
「
使
い
捨
て
」
の
労
働

者
の
局
地
で
あ
り
、
究
極
の
非
正
規
労

働
で
あ
り
、
間
接
雇
用
が
社
会
に
浸
透

し
た
結
果
で
あ
る
。

　

第
四
に
、
以
上
の
よ
う
な
非
正
規
労

働
は
特
に
若
者
層
に
お
い
て
急
速
な
浸

透
を
見
せ
て
い
る
。
図
表
４
は
若
者
層

に
お
け
る
非
正
規
雇
用
の
比
率
を
表
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
バ

ブ
ル
崩
壊
直
後
の
一
九
九
〇
年
に
は
一

五
〜
二
四
歳
の
若
者
層
の
非
正
規
比
率

は
１０
％
に
満
た
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
一
九
九
五
年
以
降
、
雇
用
問
題

が
深
刻
化
し
、
特
に
新
規
学
卒
市
場
に

お
け
る
「
就
職
氷
河
期
」
が
到
来
す
る

な
か
、
若
者
層
の
非
正
規
雇
用
の
比
率

が
急
上
昇
し
、
二
〇
〇
四
年
に
は
３３
・

４
％
を
記
録
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
比
率
上
昇
は
二
〇
〇
七

年
で
は
若
干
低
下
し
て
い
る
も
の

の
、
二
〇
〇
八
年
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
以
降
、
新
規
学
卒
市
場
の
急

速
な
冷
え
込
み
が
再
度
生
じ
て
お

り
、
現
時
点
で
も
厳
し
い
状
況
に

変
わ
り
は
な
い
。

　

第
五
に
、
非
正
規
雇
用
の
拡
大

は
正
規
雇
用
、
個
人
業
種
に
も
重

大
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、
安
定

的
と
思
わ
れ
る
こ
れ
ら
の
「
働
く

貧
困
層
」
へ
の
転
落
を
も
た
ら
し

て
い
る
。
図
表
５
は
二
〇
〇
七
年

に
お
け
る
正
規
・
非
正
規
の
年
間

所
得
の
分
布
を
男
女
別
に
み
た
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
正
規

雇
用
で
あ
り
な
が
ら
年
間
所
得
二

〇
〇
万
円
未
満
の
も
の
は
三
六
七
・

七
万
人
（
男
性
一
一
九
・
三
万
人
、

女
性
二
四
八
・
四
万
人
）
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
人
々
は
「
期
間
の
定

め
の
な
い
雇
用
」
と
い
う
点
で
は
非
正

規
よ
り
も
安
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、

職
を
失
う
リ
ス
ク
か
ら
免
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
と
い
う
点
で
は
「
相
対
的

安
定
」
で
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た

労
働
時
間
と
年
間
所
得
の
点
で
は
フ
ル

タ
イ
ム
非
正
規
雇
用
と
ま
っ
た
く
変
ら

な
い
存
在
で
あ
り
、｢

働
く
貧
困
層
」

の
一
角
を
明
確
に
占
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
い
え
ば
、
以
上
の
こ
と
は
雇

用
労
働
者
と
い
う
形
式
に
は
な
い
個
人

事
業
主
（
自
営
業
者
）
に
も
当
て
は
ま

る
。
「
労
働
力
調
査
（
詳
細
結
果
）
」

に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
七
年
年
間
平
均
の

個
人
事
業
主
数
は
六
〇
二
万
人
に
上
る

が
、
な
か
で
も
年
収
二
〇
〇
万
円
未
満

の
個
人
事
業
主
の
割
合
は
３８
・
５
％
と

な
っ
て
い
る
。
個
人
事
業
主
の
な
か
に

は
農
業
経
営
者
や
商
店
経
営
者
が
多
い

が
、
こ
の
他
に
も
実
際
に
は
企
業
で
働

き
な
が
ら
名
目
的
に
は
独
立
し
た
個
人

事
業
主
と
さ
れ
て
い
る
も
の
も
多
い
。

労
働
者
を
「
個
人
事
業
主
」
化
す
る
こ

と
で
、
企
業
は
賃
金
を
請
負
代
金
と
し

「
働
く
貧
困
層
」
は
ど
の
よ
う
な

形
態
で
存
在
し
て
い
る
か

2

（注）「15-24歳の在学者数」を除く。「15-24歳の在学者数」を算出
する際に、原資料（「就業構造基本調査」　第38表）からは「役員を
除く雇用者数」が得られないため、「（役員を含む）雇用者」を用いた。
しかし、この年齢層には役員はごくわずかと考えられるため、大きな
影響はないと考えられる。

総　数

100万円未満

100万-200万円

200万-300万円

300万-500万円

500万-700万円

700万-1000万円

1000万円以上

23,779

140

1,053

3,973

8,389

5,109

3,752

1,226

10,526

587

1,897

3,294

3,187

1,039

459

63

5,237

1,031

1,826

1,433

756

191

12,372

5,715

4,824

1,453

390

51,934

7,473

9,600

10,153

12,712

6,339

4,211

1,289

正規雇用者 非正規雇用者

男性 女性 男性 女性
計

（注）非正規雇用は15-24歳の在学者を除く

合　計

100万円未満

200万円未満

51,891

7,185

16,768

100.0

13.8

32.3

100.0

100.0

37.3

75.1

78.9

34,282

612

3,545

100.0

1.8

10.3

21.1

17,610

6,573

13,223

役員を除く雇用者 正規雇用者 非正規雇用者

注）「15-24歳の在学者」を除く。なお15-24歳の在学者数を算出する
際に原資料からは「役員を除く雇用者数が得られないため、「（役員
を含む）雇用者数」を用いた。しかし、この年齢層には役員はごくわ
ずかと考えられるため大きな影響はないと考えられる。

全年齢

15〜24歳

1990年

18.5

9.4

2000年

23.7

23.2

2004年

29.9

33.4

2007年

31.8

31.4

（注）15歳-24歳は在学者を除く。



3334

な
ぜ
「
働
く
貧
困
層
」
は

増
大
し
た
の
か

む
す
び
に
か
え
て

3 て
処
理
す
る
こ
と
で
残
業
代
を
節
約
し
、

健
康
保
険
や
雇
用
保
険
を
国
民
健
康
保

険
や
国
民
年
金
に
転
換
し
事
業
主
負
担

を
回
避
す
る
な
ど
、
雇
用
主
と
し
て
の

さ
ま
ざ
ま
な
責
任
を
回
避
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
個
人
事
業
主
は
、

労
働
法
制
に
よ
る
保
護
を
受
け
な
い
不

安
定
な｢

働
く
貧
困
層
」
な
の
で
あ
る
。

　

今
日
の｢

働
く
貧
困
層
」
の
問
題
に

は
、
高
度
成
長
期
よ
り
存
在
し
た
部
分

に
加
え
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
の

急
速
な
社
会
状
況
の
変
化
の
な
か
で
貧

困
化
し
た
部
分
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
は
、
近
年
に
お
け
る｢

働
く
貧
困
層｣

が
な
ぜ
急
増
し
た
の
か
、
そ
の
要
因
に

つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

こ
の
急
増
の
第
一
の
要
因
と
し
て
あ
げ

ら
れ
る
の
は
、
一
九
九
〇
年
代
の
長
期

不
況
の
な
か
で
生
じ
た
日
本
型
崩
壊
で

あ
る
。
日
本
型
雇
用
慣
行
と
は
若
者
雇

用
に
お
け
る
「
新
規
学
卒
定
期
一
括
」

と
い
う
採
用
方
式
、
「
長
期
雇
用
」
の

維
持
と
い
う
社
会
的
意
識
、
右
肩
上
が

り
の
賃
金
保
障
と
い
う
「
年
功
型
賃
金
」

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

若
者
雇
用
の
採
用
方
式
に
つ
い
て
は

一
九
九
五
年
ご
ろ
か
ら
急
速
に
崩
壊
し
、

学
校
か
ら
職
業
へ
の
移
行
が
も
は
や
ス

ム
ー
ズ
に
は
行
わ
れ
な
い
と
い
う
状
況

が
生
じ
た
。
「
長
期
雇
用
」
保
障
と
い

う
社
会
的
意
識
は
、
二
〇
〇
一
年
秋
の

短
期
間
に
実
施
さ
れ
た
大
規
模
な
大
企

業
リ
ス
ト
ラ
—
—
五
〇
〇
名
以
上
の
大

企
業
に
お
い
て
一
二
五
万
人
の
削
減
）

が
、
労
組
や
マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
抵
抗
、

批
判
な
し
に
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
で
決

定
的
に
後
退
し
た
。
「
年
功
型
賃
金
」

に
つ
い
て
は
、
こ
の
制
度
そ
の
も
の
が

前
二
者
に
さ
さ
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

さ
ら
に
成
果
主
義
の
社
会
的
圧
力
の
も

と
変
容
を
せ
ま
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
結
果
と
し
て
、
日
本

社
会
に
お
い
て
は
「
雇
用
は
保
障
さ
れ

る
べ
き
」
「
賃
金
は
上
昇
す
る
も
の
」

と
い
っ
た
社
会
的
規
範
意
識
が
後
退
し
、

正
規
の
非
正
規
の
置
き
換
え
を
軸
と
し

た
労
働
条
件
の
低
下
圧
力
が
一
般
化
し

た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
「
日
本
型
雇

用
」
崩
壊
の
背
後
に
は
、
一
九
九
〇
年

代
後
半
か
ら
日
本
の
財
界
に
よ
る
「
雇

用
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」
戦
略
の
採
用
が

あ
る
。
こ
れ
は
従
来
の
正
規
社
員
を
中

心
と
し
た
雇
用
を
、
「
長
期
能
力
活
用

型
」
「
専
門
能
力
活
用
型
」
「
雇
用
柔

軟
型
」
の
組
み
合
わ
せ
に
転
換
し
、
一

気
に
非
正
規
雇
用
の
比
率
を
高
め
よ
う

と
す
る
も
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
「
働
く

貧
困
層
」
の
増
大
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
こ
と
は
間
違
い
が
な
い
。

　

「
働
く
貧
困
層
」
が
急
増
し
た
第
二

の
要
因
は
、
非
正
規
雇
用
を
生
み
出
す

こ
と
を
容
認
あ
る
い
は
促
進
し
た
政
府

の
雇
用
政
策
、
特
に
一
九
九
〇
年
代
以

降
実
施
さ
れ
た
「
労
働
分
野
の
規
制
緩

和
」
で
あ
る
。
ま
ず
一
九
八
五
年
に
労

働
者
派
遣
法
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
法

律
に
よ
っ
て
戦
後
労
働
法
制
に
お
け
る

直
接
雇
用
の
原
則
が
緩
和
さ
れ
た
の
で

あ
る
が
、
こ
の
段
階
で
は
派
遣
事
業
は

専
門
職
の
一
三
業
務
に
限
定
し
て
認
め

ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
一

九
九
六
年
に
は
派
遣
可
能
な
業
務
は
二

六
業
務
ま
で
拡
大
し
、
一
九
九
〇
年
に

は
派
遣
可
能
な
事
業
は
原
則
自
由
化
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
〇
三
年

の
派
遣
法
改
正
で
は
、
そ
れ
ま
で
禁
止

さ
れ
て
い
た
製
造
業
ラ
イ
ン
へ
の
労
働

者
派
遣
も
解
禁
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

立
法
に
よ
る
派
遣
労
働
の
容
認
、
派
遣

対
象
業
務
の
原
則
自
由
化
が
図
ら
れ
、

さ
ら
に
行
政
に
お
い
て
も
派
遣
労
働
の

利
用
を
促
す
よ
う
な
対
応
が
行
わ
れ
た

の
で
あ
る
。

　

最
後
に
第
三
の
要
因
と
し
て
考
え
ら

れ
る
の
は
、
日
本
の
社
会
保
障
が
最
低

生
活
保
障
機
能
を
果
た
し
え
て
い
な
い

と
い
う
現
実
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、

日
本
に
お
い
て
は
生
活
費
を
社
会
的
に

軽
減
す
る
制
度
が
脆
弱
な
点
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
児
童
手
当
・
育
児
休
業
手

当
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
な
ど
公
的
家
族
支

出
サ
ー
ビ
ス
の
貧
困
さ
、
教
育
の
受
益

者
負
担
の
重
さ
、
公
営
住
宅
の
比
重
の

低
さ
と
住
宅
補
助
の
貧
困
さ
、
大
都
市

部
の
地
価
の
高
さ
な
ど
が
、
生
活
に
必

要
な
費
用
を
高
額
に
し
て
い
る
。
勤
労

世
帯
は
こ
の
よ
う
な
費
用
を
賃
金
に
よ

っ
て
負
担
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
と
し

て
賃
金
低
下
が
そ
の
ま
ま
貧
困
に
つ
な

が
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
社
会
保
障
制
度
の
中
核
は
社

会
保
険
の
も
ろ
も
ろ
の
制
度
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
最
低
生
活
保
障
機
能
は
非
常

に
脆
弱
で
あ
る
。
こ
の
点
は
雇
用
保
険

の
受
給
率
が
二
割
強
（
〇
六
年
）
で
あ

る
点
、
非
正
規
・
低
賃
金
労
働
者
を
カ

バ
ー
す
る
国
民
健
康
保
険
に
傷
病
手
当

や
出
産
手
当
が
な
い
点
、
国
民
健
康
保

険
そ
の
も
の
が
給
付
増
、
収
入
減
な
ど

の
構
造
的
危
機
を
迎
え
て
い
る
点
に
表

れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
日
本
の
最
低
賃
金
制
度
が
、

た
と
え
フ
ル
タ
イ
ム
で
就
業
し
て
も
単

身
者
の
最
低
生
活
費
に
は
遠
く
及
ば
ず
、

生
計
費
原
則
を
無
視
し
た
制
度
と
し
て

存
在
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る

最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
・
ネ
ッ
ト
と
い

わ
れ
る
生
活
保
護
の
問
題
で
あ
る
。
生

活
保
護
世
帯
の
多
く
は
高
齢
者
世
帯
、

傷
病
者
・
障
害
者
世
帯
、
母
子
世
帯
で

あ
り
、
勤
労
能
力
を
有
す
る
男
性
が
い

る
世
帯
に
つ
い
て
は
生
活
保
護
の
適
用

か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
。
稼
働
年
齢
に

あ
り
勤
労
能
力
が
あ
る
と
み
な
さ
れ
る

も
の
が
生
活
保
護
を
申
請
し
よ
う
と
し

て
も
、
福
祉
事
務
所
の
窓
口
で
は
申
請

さ
え
行
え
な
い
と
い
う
事
例
が
最
近
ま

で
多
く
見
ら
れ
た
。
勤
労
世
帯
に
お
い

て
は
生
活
保
護
は
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
・
ネ

ッ
ト
足
り
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
日
本
の
社
会
保
障
制
度

は
、
勤
労
者
の
貧
困
を
防
ぎ
、
貧
困
か

ら
救
済
す
る
最
低
生
活
保
障
の
機
能
を

果
た
し
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
勤
労

者
が
安
定
し
た
生
活
と
労
働
条
件
か
ら

一
歩
足
を
踏
み
は
ず
す
と
、
ど
こ
に
も

引
っ
か
か
る
こ
と
な
く
貧
困
と
い
う
ス

テ
ー
ジ
ま
で
落
ち
て
し
ま
う
社
会
、
い

わ
ゆ
る
「
す
べ
り
台
社
会
」
と
い
う
の

が
、
日
本
の
姿
で
あ
っ
た
。

　

以
上
、
「
働
く
貧
困
層
」
の
増
大
と

そ
の
背
景
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
い
わ

ば
日
本
社
会
に
お
け
る
「
働
く
貧
困
層
」

の
増
大
に
は
、
こ
の
よ
う
な
社
会
構
造

的
原
因
が
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
な
の

で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
問
題
が
そ
の
よ
う
に

捉
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
日
本
社
会
の

現
実
も
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
貧
困
と
い
う
危
機
か
ら
免
れ
て

い
る
も
の
が
貧
困
に
陥
っ
て
い
る
他
者

を
み
る
と
き
、
以
上
の
よ
う
な
社
会
構

造
の
問
題
へ
の
配
慮
の
視
点
を
欠
い
た

ま
ま
、
な
に
か
そ
の
当
事
者
の
個
人
的

属
性
に
着
目
し
そ
れ
に
責
任
を
帰
し
て

し
ま
う
傾
向
が
あ
っ
た
。
「
貧
困
は
自

己
責
任
」
と
い
う
理
由
づ
け
に
よ
る
他

者
の
排
除
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
よ
う
な

社
会
的
な
排
除
の
圧
力
の
な
か
、
貧
困

に
陥
っ
た
当
事
者
そ
の
も
の
が
「
自
己

責
任
」
論
を
自
ら
受
容
し
て
し
ま
う
と

い
う
現
実
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
は
な
ぜ
生
ま
れ
た

か
。
競
争
社
会
の
激
烈
化
の
な
か
で
人

間
の
個
別
化
が
進
行
し
、
従
来
、
人
間

の
共
同
体
が
持
っ
て
い
た
よ
い
側
面
—
—

「
仲
間
」
や
「
居
場
所
」
、
あ
る
い
は

「
相
互
扶
助
」
—_

が
喪
失
し
て
し
ま

っ
て
い
る
と
い
う
点
に
、
そ
の
理
由
は

求
め
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
以
前
の
よ
う

な
村
落
共
同
体
的
な
も
の
の
復
活
は
不

可
能
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
在
の
社
会

に
お
い
て
も
他
者
を
理
解
し
、
問
題
を

お
互
い
に
考
え
な
が
ら
解
決
方
向
を
さ

ぐ
る
こ
と
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き

る
居
場
所
づ
く
り
は
可
能
で
あ
る
と
思

う
。

　

自
殺
者
が
年
間3

万
人
を
超
え
る
、

い
わ
ば
戦
争
状
態
と
も
い
え
る
現
実
の

な
か
で
、
そ
れ
を
終
わ
ら
せ
る
た
め
に

貧
困
を
生
み
だ
す
社
会
構
造
を
学
び
、

他
者
を
思
い
や
り
共
存
を
志
向
す
る
人
々

の
努
力
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
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